
教科 学年

理科 3

１　科目の目標と評価の観点

目標

２　学習計画と観点別評価基準

・植物が水の出入りを調節する
しくみを理解する。
・植物の防御応答について理解
する。

・個体群の成長には個体群密度
が関係していることを理解す
る。
・個体群の個体数の変化には，
その個体群の齢構成や年齢ごと
の死亡率などが影響することを
理解する。

環境の変化に対する応答に関心
をもち，主体的に学習に取り組
める。

第6章　植物の環境応答
第６節
配偶子形成と受精

・被子植物の配偶子形成と受精
のしくみを理解する。
・被子植物の種子の形成や果実
の成熟のしくみを理解する。

個体群の成長には個体群密度が
影響していることを理解する。
生物の生存曲線の型は，その生
物の年齢ごとの死亡率によって
大別されることを理解する。子
と運搬体が合成され、これらを
用いて二酸化炭素が還元されて
有機物が生じることを理解す
る。
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・常に防御物質を蓄積している
植物と食害を受けてから防御物
質を合成する植物を比較し，そ
れぞれが有利・不利になる環境
を考え，説明することができ
る。

植物が植物ホルモン(オーキシ
ン・ジベレリン等）やフィトク
ロム・フォトトロピン等の光受
容体の働きで環境変化に反応す
る仕組みを理解する

・標識再捕法で個体数が推定で
きる理由を，対象となる生物の
個体群の性質などを踏まえて説
明することができる。
・与えられた条件をもとに，個
体群の個体数を推定することが
できる。
・生存曲線のそれぞれの型が有
利になる生息環境について，そ
の生物がおかれている状況と年
齢ごとの死亡率を関連させて推
測し，説明することができる。

個体群内の個体間の関係に関心
をもち，主体的に学習に取り組
める。

・学習したことをもとに、植物
の反応の理由を説明、表現する
ことができる。

植物の生活と植物ホルモンに関
心をもち，主体的に学習に取り
組める。

光発芽種子の発芽条件と，樹木
の葉群の上下での各波長の光の
割合とを関連づけて，光発芽種
子がもつ利点を見いだすことが
できる。

発芽の調節に関心をもち，主体
的に学習に取り組める。

・茎や根が必ず先端部から少し
基部側で曲がる理由について考
え，説明することができる。
・植物が重力方向を感知できな
くなった場合，自然界での成長
においてどのような不都合があ
るかを考え，説明することがで
きる。

成長の調節に関心をもち，主体
的に学習に取り組める。

器官の分化と花芽形成の調節に
関心をもち，主体的に学習に取
り組める。

植物は周囲の環境の変化を感知
して，その環境に応答すること
を理解する。
・環境からの情報伝達に植物ホ
ルモンがはたらいていることを
理解する。

配偶子形成と受精に関心をも
ち，主体的に学習に取り組め
る。

第6章　植物の環境応答
第２節
発芽の調節

第6章　植物の環境応答
第３節
成長の調節

第6章　植物の環境応答
第１節
植物の生活と植物ホルモン

植物の種子が，周囲の環境を感
知して休眠・発芽するしくみを
理解する。
・植物の種子が，周囲の環境を
感知して休眠・発芽する意義を
理解する。

植物の成長が光や重力などの要
因によって調節されていること
を理解する。植物の成長の調節
に植物ホルモンがかかわってい
ることを理解する。

植物は，葉，茎，根，花などの
器官への分化を通して成長して
いくことを理解する。
・植物の器官の分化は周囲の環
境の変化や成長の段階に応じて
調節されていることを理解す
る。

・花芽の形成が日長によって引
き起こされることの利点につい
て考え，説明することができ
る。
・花芽形成に関する実験結果を
もとに，葉で感知された日長の
情報がどのように伝達されるか
を考え，説明することができ
る。

第6章　植物の環境応答
第４節
器官分化と花芽形成の調節

第6章　植物の環境応答
第５節
環境の変化に対する応答

第７章　生物群集と生物群
第１節
個体群の構造と性質

・裸子植物と比較して，被子植
物が行う重複受精にはどのよう
な利点があるのかを考え，説明
することができる。
・胚のう中の各細胞の有無と花
粉管誘引に関する実験結果をも
とに，被子植物の受精で花粉管
が胚のうへと誘引されるしくみ
について考え，説明することが
できる。
・植物ホルモンがかかわる例の
一つとして，種なしぶどうのつ
くり方を調べ，説明することが
できる。

実験や観察の結果を科学的な視点で読み解き、実験結
果から原理、法則を見出し科学的に考察する力を養
う。

生物現象に関することを題材にして、基本的な概念、
原理、法則および定義を理解できるようにする。ま
た、各単元での実験や視聴覚教材を通して基礎的な実
験スキルや実験データの処理・考察方法を身に着ける
ようにする。

科目

生物演習

単位数

5

学習のねらい

使用教科書

生物（数研出版）

学習内容
観点別評価基準

学期

主な使用補助教材

スクエア最新図説生物

主体的に学習に取り組む態度知識・技能

評価の
観点

生物や生物現象に主体的に関わり、基本的な概念や原理・法則を理解するとともに科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本的な技能を身に付け
るようにする。

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

学習や観察、実験に意欲的に取り組み、学んだ知識を
活用して考察しようとする態度、身の回りの事象を生
物学的視点で試行する態度を養う。

思考力・判断力・表現力



学習のねらい学習内容
観点別評価基準

学期
主体的に学習に取り組む態度知識・技能 思考力・判断力・表現力

3
学
期

・群れや縄張りについて，その
大きさに応じて生じる利益と不
利益の兼ね合いによって，最適
な大きさが存在していることを
理解する。
・個体群内で見られる個体どう
しの社会的な関係とその利益を
理解する。

第７章　生物群集と生物群
第５節
生態系と人間生活

第７章　生物群集と生物群
第４節
生態系の物質生産と物質循環

大学入試準備

個体群の成長には個体群密度が
影響していることを理解する。
生物の生存曲線の型は，その生
物の年齢ごとの死亡率によって
大別されることを理解する。子
と運搬体が合成され、これらを
用いて二酸化炭素が還元されて
有機物が生じることを理解す
る。
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・生物群集には，捕食・被食や
種間競争，共生などの種間関係
があることを理解する。
・生態的地位（ニッチ）の概念
を理解する。
・生態系内で多種の共存を可能
にしているしくみを理解する。

・3種のゾウリムシのなかまの
飼育時の個体群密度の変化の資
料に基づいて，生活上の要求の
違いによって異種の個体群が共
存できていることを見いだすこ
とができる。

異なる種の個体群間の関係に関
心をもち，主体的に学習に取り
組める。

・最適な群れの大きさを決める
要因を理解し，群れのおかれた
環境に応じて時間の配分率のグ
ラフがどのように変化するかを
説明することができる。

個体群内の個体間の関係に関心
をもち，主体的に学習に取り組
める。

生態系におけるエネルギー量と
エネルギー効率を計算すること
ができる。

生態系の物質生産と物質循環に
関心をもち，主体的に学習に取
り組める。

・生態系や生物多様性の保全の
重要性を理解する。
・人間活動が生態系に与える影
響の例として，窒素排出量の増
加や生息地の分断化などがある
ことを理解する。

・施肥による窒素の増加とサン
ゴ礁の破壊に関する資料に基づ
いて，人間活動が生態系に影響
を及ぼしていることを見いだす
ことができる。
・植林活動と海の豊かさの関係
について，学習したことをもと
に，資料などにまとめて自分の
言葉で説明することができる。

生態系と人間生活に関心をも
ち，主体的に学習に取り組め
る。

・生産者による物質生産によっ
て生態系内の生物に有機物やエ
ネルギーが供給されることを理
解する。
・生態系では食物連鎖を通じて
物質が循環し，エネルギーが移
動していることを理解する。

第７章　生物群集と生物群
第２節
個体群内の個体間の関係

第７章　生物群集と生物群
第３節
異なる種の個体群間の関係


